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様式３ 

会   議   録 

会議名 

（審議会等名） 
相模原市水とみどりの基本計画推進協議会 

事務局 

（担当課） 
環境共生部水みどり環境課 電話042-769-8242（直通） 

開催日時 平成２６年５月２１日（水） １５時００分～１７時１５分 

開催場所 相模原市役所第２別館 ３階 第３委員会室 

出 

席 

者 

委 員 ８人（別紙のとおり） 

その他 ２人（アジア航測株式会社） 

事務局 ８人（環境共生部長、水みどり環境課長 他６人） 

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 ０人 

公開不可・一部

不可の場合は、

その理由 

 

会議次第 

議 題 

 

１ 水とみどりと生物多様性の現状について 

 

２ 市民アンケートの実施について 

 

３ 環境団体とのヒアリングについて 

 

４ その他 
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審  議  経  過 

主な内容は次のとおり。 

（○委員の発言、●事務局の発言） 

 

相模原市環境共生部長のあいさつに続き、相模原市水とみどりの基本計画推進協議

会委員長があいさつし、議事に入った。 

 

１ 水とみどりと生物多様性の現状について 

  事務局による説明の後、質疑応答及び意見交換を行った。 

  ○ 緑被地と緑被率はどういったものか。 

  ● 緑被地及び緑被率については、共に航空写真を用いて数値を算出する。緑被

地は上空から見て緑に覆われている面積を指し、緑被率は市域面積等に対する

緑被地の割合を指している。ただし、森林や田畑、水田などを対象としている

が、グラウンドは対象外としている。 

  ○ 近年、緑地が売られてしまって減少してきているが、市には買取りの基準は

あるのか。 

● 緑地は法律や要綱などで設置をしている。都市緑地法の特別緑地保全地区に

ついては買取りの制度はあるが、横山丘陵緑地などの都市計画緑地を除くその

他の緑地については、地権者や周辺住民の理解を得て保全活動に努めている。

地権者が緑地を手放したい時は市が購入するのか、あるいは、断念するのかは

庁議の実施や周辺の緑地状況、地元住民の考えなどを見極めて判断している。 

  ○ 重要種のデータの抽出について、重要種に焦点を当てているのは良いが、生 

物多様性として行うのであれば、生物全種の情報も含めた上で、重要種に焦点 

を当てる方がより良い。 

  ○ 現場ならではの情報が得られるため、生物観察団体などにもっと情報提供を 

求めた方が良い。 

  ○ 重要種のデータは、環境影響評価制度での利用を目的としており、生物多様

性と環境影響評価制度は観点が異なるため、今回の資料に適さないのではない

か。 

２ 市民アンケートの実施について 

  事務局による説明の後、質疑応答及び意見交換を行った。 

  ○ 問１７（各主体の取り組み）について、選択肢を選ぶ数が少なく、回答が厳

しいのではないか。もう少し、選択する数を増やして良いのではないか。 

  ○ 問９（生物多様性の認知度）について、知っている人と知らない人の両方を 

把握することで対応策などこれからに繋がっていく。質問内容を生物多様性と 

聞いて思い浮かべるイメージにしてみたらどうか。 
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  ● イメージについては問１０（生きものとのふれあいを感じる場所・場面）で 

対応している。 

  ○ 市民にアンケートする前に市職員に対してモニターアンケートしてみたらど 

うか。その結果を基に市民アンケートの内容修正をすればより市民に分かりや 

すいものになる。 

  ○ 問１２（生物多様性からの恵み）について、設問の表現をもう少し掘り下げ

ても良い。祭りや行事にも含まれていることがある。 

  ○ 蝉の声の減少やトンボの減少など市民が感覚で分かる身近な質問を入れても 

良い。 

  ● 委員の意見や、職員アンケートの結果を踏まえ、必要に応じて内容を修正す

ることとしたい。修正した場合は、再度、本協議会を開催するのではなく、各

委員に通知したうえで、実施をさせていただきたい。 

  ○ このアンケートの今後の活用法が不明確ではないか。明確にしなければ、あ 

らゆる方向に進んでしまうため、活用方法をはっきりさせるべき。 

３ 環境団体とのヒアリングについて 

  事務局による説明の後、質疑応答及び意見交換を行った。 

  ○ 団体の誰に聞くかが重要になるので、注意が必要である。 

  ○ 対象団体にプレス関係を入れてみてはどうか。様々な情報を持っているかも 

しれない。 

  ○ 証券会社などの民間企業も緑化や生物多様性について取組みをしている所も

あるため、何らかの情報が得られるかもしれない。 

４ その他 

  事務局より次回の会議を平成２６年７月下旬に開催することを伝えた。 

 

 

以 上   
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相模原市水とみどりの基本計画推進協議会 委員名簿 

 

 氏   名 所 属 等 備  考 出欠席 

１ 田畑 貞壽 
千葉大学名誉教授､（公財）日本自然保護

協会顧問 
学識経験者 出席 

２ 田淵 俊人 玉川大学農学部生物資源学科教授 〃 出席 

３ 岡部  誠 (公財)相模原市まち・みどり公社評議員 関係団体 出席 

４ 石田 幸彦 桂川・相模川流域協議会監事 〃 出席 

５ 髙橋 孝子 ＮＰＯ法人相模原こもれび副理事 〃 出席 

６ 秋永 真里子 ＮＰＯ法人境川の斜面緑地を守る会理事 〃 出席 

７ 鈴木 史比古 津久井郡森林組合副組合長理事 〃 出席 

８ 熊谷 達男 
「小松・城北」里山をまもる会副会長兼

会計 
〃 出席 

 

 


